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1.緒 冨

植物.が正常なる生梧を営むためには、地下根

部よりの吸水量&地上茎葉都主bの蒸散量とlが

殆ゐ割手ーで異ければならたいe所晴、植物体

の水分拘入関係が卒街歌態を維持じてゆること

がE堕すみる。語常、日聞にやりる植物酔の水

分肉入調係は、受閣の日照ーが大で気温が再調で

争る時同燕鍛量が吸水量よりA-U-きる命、夜聞

に同反対になっτ~分ρ卒衛常態を維持じ、植

物停車常なる生育をなす:0Lかしながら、弔天

が持続し、土星水分会噂歩するに総同夜間に

至るも吸水量が紫哲史量を補足するととが出飛な

くなれば植物主主水分の~街扶離主失う。そして

吸水量と蒸散量との蓄が漸次増大して、植物は

凋萎現象を呈L、進には結託するt仁王者~iう寸あ

るp

a との異撤天候惇より発生する&乙るφ平噂は
農作物、殊に真倖-r:生存期間中多量の濯概用水

を必要とする水稲rt:就ての考'9[は甚だ重要寸あ

る。従って‘既桂~おいて。 も忍ヰt~闘する碕究

は数多く行はれてめる。

章

著者は告示早魁時における水稲ρ被害を回

避設に軽減すみたゆI'C、 lt~豊凶予想tè樹.:õ7l!:め

ば是非占も明帯広ホ.e~要マゴある1k稿。金脊各

段階tG対す.る卒韓被害程度の境明を取却ヂ泌ー

吠必取上げた問題払生育初期の勧k強情
が、以後の阜魅被害の軽滅数果に闘する問題で

ある。 ~p~、平害対策q)' 1 ウど~て睡首の栽憎

が挙けられ、 7](督代ゼ生育ーした首を桔イサけ毛よ

りも畑苗代、で生育した苗を植付ける方が卒者を

軽減するといは終てい.~。叉、 7.K稽の菱欄〈韓

国)苗播栽培カ宅情農家によって梁間された動機

の主要因が卒害対策であれ実際Ii沿いて平容

軽減数蜘~mtLている。とれ等の点から考えて

生育の初期を畑扶態で栽培すれば、金生育期間

を湛水栽培するよりも耐手性を士官犬し、事後の

平魅に対ナる被寄与を軽議するととが出来るよう

である。しかして、水稲の生育初期の節水栽増

が耐早世を附興ずる原因乏して、地下根の発育

相還が考え色れるが、箸者は地下根よりも地上

茎葉につを、その耐平的生態め相遣があ!り、耐

手性に影響tて.いるのではながかを確めるため
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3.賦鹸結果

以止の方法により試験を実施した結果を戎に

拳ペる。

各誌験民の生育講査結果は第1:(，:事£λ2(分

襲数〉表陀示す布〈でib.-!コて、ムI't:なげる帯丈

依10が最短で、 9.10. 11を除けぽ大挙健私十。

初婚制6.i州区に比ペτ1.2本程度
全〈、有哉分費量伊合が最Jψ、である。豆、分尊最
盛期の被写区2は最大分襲費量が少《なれ有数

分襲歩合が高〈挙句でいる。一うちsI'C沿いぜは

~o. ~の生曹が悪く、 17 の分襲費支が僅か時劣

骨。 1c!15並に断水期聞を周一三LたAJ:Uの

容を比較する佐、大体Hの方が目立勺官車掌が

長〈て、・愚宍分襲数が多くなってい予。それに

.(ilじて有規分襲訟が幾分少友'i，cqきで婿敷分襲

歩合が著しく劣2・;C¥t:¥る。究いで出穂始期を調

恋した&ζろ、 10.11及び20.21が共に9月

9時宮標準陸1より 3日遅延しでいる。筒、標

4磨区1め出積崩は幽穂始期より 2日後の9月8
旬、穂揃期協9月油国培φEきて、働区の出f直朗、

組揃期尚穂婚期の遅れた区程目遅延したととは

いちまでも1t~.が、出荷始期去り出穂胡及官、穂

制期の期聞が長〈か払ってbる。

試験の最後が獄定をする殺量tc~ル、て調査し

た結果は第 3表並に第 2図。却くであ~"

ωω.J ._  

旬。

ω。
宮古 I : 
1: 
組'
をk

___. 
~-・'fS

第 2図牧

-・・・吋a、
守、』ー咽「τ弓Fニ".急、

持事l租数 ‘t 

先σ、生賓'~*掛皆にMる芽魅の被害楠遣

は、 A.B共K大体同様の傾向を示じてい司。

Jr"::l-:-t:、試験区数の多いムの.1向"につい切結

果を見るに、最も被害の大きかった区~、高月

27日より31日までの4日聞を断水じた11で、糟

長.額数、 1穂ρ概数、結実籾護士、同重量杯最

少を示し、標準区1の結実概数、同重量を100

2主した指揖守、は、それぞれβ7.53で約串減Uて

いる。戎いで、被害の大きな区は、 8月20司よ

り25日ま寸)5日開断水の10と9:FJ3日非り 9日

ま屯6日用断水の12-0-、 1(}は結実揮の事実度、

即ち、 1ω倒立重量が軽いため、 12は脱獄の.!$-い

ため蹴牧じてい.るのである。標準区1の結集視

委主拾に同重量を100とした指数は、それぞれ10

は67.00. 12は63.62を示Lてhるvとの10.
ロは最も被聾の大き注11の前後1週間関の断水

区で、 10.lJ. 12f)被苧時期は大体本絹の穂字
申後期に相当ヂーるのするる.とれ等。款に、そ

れ以前め時期で被平明瞭に認めちれるわは、 7

j}30日より 4日間 {β区に沿hては被筈が大き

〈ない〉、 8月6日よ!J5日間、 8月13日之1)4

日間断水区の7.8. 91幸、大体標準区1より10

-15%の減枇を示してい壱p 7. 8. 9p被干の

時期は、大体ホ粧の幼種形成期寵前より穂李前

、期陀相当-pるb 出穂後fY被李区13.14を鬼る

量 t亡、 13の 9 月 ~O目よ

.. r30 

り1613ます6日間断

水区は、その1週間

前断水区の12よPも

相当ρ靖駄を得τい
る治、 14の9月1，7日

より24目まで7国間

断水区は結侠腕前ω
粒重量が著b(低い

た~')叉、誠牧4己主主

"::ilてν、る。

換に、生育初期の

節7l<栽樗(播種後1

b"月間土壌水分活0%

で掛時きが以後aコ皐
魅被害の軽単数果に

ついて、 A.B IP同

〈同〉 -~-



一梓期段準監の結集活と対比して見易化、総ぜの

区において Bのうぢ 'b~A~どり慣れて~、.ôo !!Pち、
結実績鞍並化問重量が標準区1を基礎&ιて、
それぞれ4-15%. 4 -17%の士官牧が得色紅?を品

Lかも、穂学期頃の横平に対仁eても平等軽減を

明様化現は i でい~o'特P亡、被害ヲヲ醤仁い 8 月

27日より31まで4日間断水区のlH::21乏の差が

大型Fて、 21は11より 1を基礎として結実親書食に

会いて15%、同重量にたいc17%の婚牧とたっ

た6散に、 ζの綜結.巣よりして生背靭期の節水栽

培tに乙よる耐再雫与カ習吟5附輿

τ も楠楠白9失便すると~な〈し、本試験で少〈とも稽字

期まで綜獄呆の現れる ζゐが明確tに乞司泳=つた.

4.考察

生育各段階にゐける卒魅被箸についての実験

で判然企じi'tととは、 8月27より31自愛で4自

問(出穂期間10目前後)の断水区が最も羊害甚

ししその被牧障穂重要の働j、、をして 1穂の売量

生組数の減少が主に基因している。次いで、平

筈の大きな区は、 8月初日より25日ま♂5日間

(出穂胡前17.a前後〉の断水区cI:;9月3日より
9日まで6日間(出穂始期前後)の断水区であ

うて、前倉は結実親充実度の低いζ丘、後者は

不稔粒搬の多viととが械較的'主原因寸あるーと

れ命ヲ与省大なる時期段、大手本水帽の糟紳後

期の被卒であって、それ以前において被害カ句月

瞭に現れているのは、 8月13目より17日までの

4日間、 8月6日より11日までの5日間、 7月

30日より 8月3日までの4日間断水区で、水稲

の幼穂形成期直前より穂字期前期の被平区であ

る。出穂後の被卒区では9月17日より24日まで

7日間の断水区は相当の減牧となっている。そ

の滅牧の原因が結実籾充実度の低下にあるの

で、との期の被卒は未だ撒期の進んでいたい時

であれしかも横手後の水稲の回復能力が著し

く低下したととが考察される。

以上によP水稲の生育期間中被羊の大なる時

.期が明確となったため、実際手魅時陀遊亭対策

として僅少なる用水の獄果的な瀧祇方法が樹立

され、卒審査と著しく軽減するととが出来る。

本研究に類似する従来の試験結果は、多少の

差異はあるが水稲の生育期間中の亭容に植り易

い時期は、穂字期であるととに大体一致した結

集が断ていl率。和問他2民ほ相当鮮糊なる試臓

を実施Lて、ポ相生育胡問中牟普を蒙P易い時

期は生殖細胞の減数介裂期〔出穂前日数8時 9)

及び出種開柁期、定例E次官F登勲期であると結論

されている占

次官rtc、生育の初期主と畑歌態で栽培するζと
が以後の卒越被害の艦減按果に闘する研買で判

然主したとと位、播種後l!r月間の畑扶態栽培

にkり耐手力を士官大し、その後湛7x毅嶋じて-横

平L先場合陀も初期の耐卒カ附興が彰響して平

容を睦滅するととが出来る。モi_て少〈と岸被

容の時期が穂字期で、それ以前の潜水期聞が約

2ヶ月間継続しても初期の耐竿カが情失ずるも

のではないとみが判然とし色。

従来、畑苗代の首栽培設に麦間直播栽増(苗

代期間程度の韓国殺幡〕が平害軽減数集ぁbと

七、平害対策としで挙げられてい息。そしで、

平魅時にそれ等の強巣が勢揮されでいる聞であ

あ。 Lがじて、ー慮との原因?とついて考えらfL

る事は、地下線の深度発育が急げられ:61夕、米

E野党ぼポヲトといち限られた場所tt:::Sないで栽埼

L先たあ地下棋の傑度勢育相違依考究;吻tL今、

地上部茎葉町耐羊世のみ杷~鹿されたと襲せら

れ~るしかしながむ、 4建策匙の税貿結果に止っ
て茎棄の耐』宇佐を支配する生態的僚伴は種々挙

げちれているがも未だ決定的な僚件は判明t!.

ていた〈、総ての僚件が多かれ少君主かれ愛艶し

ている様である。その内、細胞の接透圧が高度

君主る事は耐手怯を増大して』許容を軽減すると多

〈の学者により提唱されている。 Fitting氏は

沙漠植物の細胞法透圧を測定したととろ大部分

の植物は接透圧の高度なるとと主認めた。我が

国に沿いても相当数の実験が行はれている。小

野寺氏は稲を水田、畑獄態て常滑した場合花畑

朕態にたいて植物汁液捧透圧が高〈たるととを

確めた。従って、水稲を畑獄態に栽槽すれば耐

羊性を増大するととは明かであるが、本研境で

は播種後1ヶ月聞は畑扶態で栽培し、以後潜水

栽埼して少くとも 2ヶ月間経過後の被平に対し

ても耐卒性は消失やや卒客の軽減する事が寧j然

としたのである。との理由を設明する資料とし

て、畠山氏が植物水分笹f斉の研究査と行はれてい

る。その結果によると、水稲を1ヶ月間乾回に

植えたものは湛水により水聞に変えて1ヶ月経

-.Jll- (169) 



過しても術無処理稲より法透倒で1.9、計算溶

mAT仰向でO日もれ水稲
の耐率性増大に乾閣法(生育初期を畑飲態で栽

嶋〉の敷巣が慣箸であるととを指摘している。

よって、とれにより著者の研究結巣の原因が明

かである。

本試験結果により畑首代の苗を本間陀植付け

~とと並tc愛間〈乾田〉直帰栽精が平害対策と
f て有意畿~るととが立証されたわけで・あり、

年越時の普遁潜水栽培台も被害の少¥I、生育初期

段時A排水するととが大切で、排水するとatt:

よりそれ以後の耐平性を増大し、平害を経滅す

ると!:が出来る。

5.欄聾

水稲の生育各騨皆にやげる羊魅被箸程度及び

生育初期の節水栽培が、以後の卒魅被害経減殺

巣に闘する問題の究明を目的として昭和25年に

ポットにより予情的君主試験を実施した。その結

巣は衣の如くである.

1. 71<稲被阜の最も茜いい時期は、8月27日よ

り4日間断水区で、積長の短小、そしτ1稽の

婚生組数の誠少が主に基因し℃誠牧している。

2.ヲえいで前後1週間目の断水区台、8月20日

よT5日間断水区は結実視の充実度が低く、 9
月3日より 6日間断水区は不稔粒数の多いとと

が醜般の主原因であお。

3.ヒれ部被牟の箸ιい時期は水輔の棉卒中
後期tc:相当，する。それ以前の時期では幼楠形成

期直前から穂学前期にかけての被害が明瞭に現

れている。

4‘出穂後の阜容は、出穂後2週間目前後に

移卒{Ji't区がー結実視充実度の低下により減牧

が著しß~~)\:ò

5.播種後1ヶ月聞を土嬢水分10"で栽培し、

以後或る期聞を湛水栽憎むてから被卒l:k場合

は相当の阜魅被害援減数巣が認められた。特に

羊容の甚しい時期の軽波数泉が高かった。

6.生育初期の酎平性附奥が、その後少〈在

も2ヶ月間の潜水栽培するも耐早カは消失され

なかった。

7.従来の研究結果よりして、 との耐与力の

滑表されない原因の iつは、細胞毒透圧の高度

なるととが持続するためではなりかと息告。
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